



































































（1’） a． ア# イドルが誰であれ歌っている．2























































名詞句（bare plural noun phrase）は総称解釈に，場面レベル述語の項となっ
た裸複数名詞句は存在解釈になるとされる．
（3） a． Dogs are intelligent.













（4’） a． 学＊ 生は珍しくスポーツ選手だ．
 （cf．学生は珍しく男前だ．）
 b． 老＊ 人は珍しく医者だ．
 （cf．老人は珍しく軽装だ．）
（4”） a． 学# 生は誰であれスポーツ選手だ．




















































































（8） a． 学生が昨日この道を通った． 〈過去〉：特定解釈
 b． 学生がこの道を通っている． 〈現在〉：特定解釈
（9） a． 私は学生にこの道を通ってほしい． 〈非現実〉：不特定解釈が可能
 b． 学生が明日この道を通る． 〈未来〉：不特定解釈が可能
 c． 学生はこの道を通れる． 〈可能〉：不特定解釈が可能
 d． 学生はこの道を通らなかった． 〈否定〉：不特定解釈が可能
 e． 学生は毎日この道を通る． 〈総称〉：不特定解釈が可能



























 b． 老人は医者だ． （（4）の再掲）
 c． 壁画は世界遺産だ．
 d． 宝石は本物だ．
（10’） a． 学# 生は誰であれスポーツ選手だ．
 b． 老# 人は誰であれ医者だ． （（4”）の再掲）
 c． 壁# 画は何であれ世界遺産だ．






























































































































































































































（23”） a． 学# 生は誰であれ紙飛行機が懐かしい．












（24”） a． 学# 生は誰であれ紙飛行機が懐かしかった．










（26） a． 私＊ にとって，学生は紙飛行機が懐かしい．




















































（29’） a． 何# であれ街路樹が車道に倒れた．
 b． 誰# であれサラリーマンが椅子に座った．
 c． 誰# であれ男が窓ガラスを壊した．
（29”） a． 街# 路樹が何であれ車道に倒れた．
 b． サ# ラリーマンが何であれ椅子に座った．












（30”） a． 誰# であれ学生はアフリカゾウを想像した．





























（33’） a． 学# 生は心の中でアフリカゾウを救った．














（34） a． 学# 生は何であれアフリカゾウを救った．




























































  B# ：太郎が日本人だよ．
 b． A：君は老人を殴ったの？













   （（13）再掲）
・各述語における名詞句の特定性との対応関係は，次の通りである．
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Predicate nominals as previously noted select only ‘universal’ reading of the 
subject.
（i）Dogs are mammals.
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